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下水道施設の復旧にあたっての技術的課題と取り組むべき事項（案） 

 

１．はじめに 

今回の東日本大震災によって下水道施設は未曽有の被害を受けた。沿岸部に立地し

ていた処理場、ポンプ場においては、津波によって土木建築物の一部と、機械・電気

設備のほとんどが破損し、処理機能は停止した。また、東京湾沿岸部の埋立地におい

ては、地盤の液状化によるマンホール浮上と管きょの損壊が顕著であった。 
被災した下水道施設の復旧には、施設規模等によっても異なるが、相当の期間を要

するものと考えられる。大きな被災から免れた市街地においては、順次都市活動が回

復されていかなければならず、ライフラインとしての下水道の早急な機能回復が強く

望まれるところである。 
震災後１ヶ月という短い期間に得られた諸情報に基づいたものであり、必ずしも下

水道施設の復旧に関するすべてを網羅しているものではないが、再度災害の防止、段

階的な機能回復等の観点から、下水道施設の復旧にあたっての技術的な留意事項につ

いて、以下の通り案を取りまとめた。 
 
２．公衆衛生の確保の考え方 

・多数のポンプ施設の損傷等が認められ、また、海水の流入等もあり、未処理下水の

マンホールからの溢水が確認された。都市内の公衆衛生の確保の観点から、未処理下

水を溢水させないことは下水道施設が最低限確保すべき機能であり、震災時において

も未処理下水を速やかに排除できる機能を確保すべきではないか。 

・上水道の断水により、水洗トイレが使用できない期間が存在し、被災された方々の

生活に大きな影響を与えた。被災された方々のストレスを軽減し、公衆衛生を確保す

る観点から、断水下でも使用可能なトイレを確保すべきではないか。 

 

３．出水期に向けた緊急浸水対策の考え方 

・多数の雨水ポンプ施設の損傷等に加え、排水路なども瓦礫等の進入によって流下能

力が低下した。機能停止した雨水ポンプ場については、仮設ポンプや直轄ポンプ車に

よって雨水管きょに進入した海水の排除を緊急対応として行ってきたところである

が、今後、出水期の浸水による二次被害を回避するため、早急に排水能力の確保が求

められる。それまでの間、十分な能力の仮設ポンプを配置するとともに、河川、海岸、

農林部局等、関係部局との連携やソフト面での対策を強化すべきではないか。 

 

４．下水道施設の復旧の考え方 

 今回の大規模な地震・津波による下水処理施設の被害の大きさ等を考慮すると、本

復旧が完了するまで相当程度の時間を要することが予想される。このため、地震発生
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直後から対応する「緊急措置」、公衆衛生の確保や浸水被害軽減の迅速に対応するた

めの「応急復旧」、従前の機能を回復させ、再度災害を防止することを目的とした「本

復旧」へと段階的な対応を図るべきではないか。 

 

４－１．緊急措置 

（１）管路施設 

 都市内から下水を速やかに排除することを最優先とし、溢水が生じた場合にも都市

内に未処理下水が滞留しない対策を講じる。また、未処理下水の流出を防止するため、

最低限、消毒を実施する。 

 〔参考１：①〕 

 

（２）処理施設 

 揚水機能を確保し、溢水を防止することを最優先とする。また、最低限、消毒を実

施する。 

 〔参考１：②〕 

 

４－２．応急復旧 

（１）管路施設  

 流下能力が低下している区間などについては、バイパスするなどして処理施設等ま

で流下させる。 

 

（２）処理施設 

①汚水の発生量、時期が想定できる処理区域 

 処理区域で、住宅、工場等が津波の被害から早期に復旧できることが見込まれる場

合には、水道の復旧にともない、汚水量が増加することが想定される。したがって、

既存の土木構造物等を活用した沈殿及び消毒は最低限行うこととし、本復旧までに時

間を要する場合等においては、段階的に、沈殿→簡易処理→生物処理といったように

処理レベルを向上させる。 

 〔参考１：③〕 

 

②汚水の発生量、時期を想定することが困難な処理区域  

 処理区域の大部分が津波等によって壊滅的な被害を受けており、復旧までに長期間

を要するような区域については、汚水の発生量、時期を想定することが困難である。

このため、このような処理区域においては、汚水量に応じて柔軟に処理能力を増強、 

削減できる施設を導入する。 

 〔参考１：④〕 
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４－３．本復旧 

（１）管路施設（ポンプ施設除く） 

 震度７を観測した宮城県栗原市においては、平成２０年の岩手・宮城内陸地震で被

災し、耐震対策を講じて復旧した管路が、これまでの調査では、今回の地震によって、

ほとんど再被災しなかったことが判明しているため、現在の耐震設計「下水道施設の

耐震対策指針と解説 2006 年版（日本下水道協会）」が有効と推測される。   

 〔参考１：⑤〕 

 なお、千葉県浦安市のような広域的な液状化が生じた地域については、適切な復旧

方策を検討する。 

 

（２）処理施設、ポンプ施設 

 再度災害防止の観点から、同規模の災害が発生したとしても、特に揚水ポンプ、自

家発電設備、最初沈殿池については、最低限の機能を保持する。また、必要に応じて、

構造計算に津波荷重を考慮する等、再度災害防止の観点からの検討を行う。さらに外

部エネルギーへの依存率を下げるために、省エネルギー、創エネルギーの徹底を図る。 

①計画上配慮すべき事項 

a 再度災害防止の観点から処理場位置 

b リスク分散の観点から、施設の分割配置、移動式設備、系列数 

c 既往最高波高（津波）を踏まえた計画地盤高（非現実的な場合は他の対策を踏まえ

た合理的な地盤高）、施設配置、防護施設 

d 応急復旧に対応したスペースの確保 

 〔参考１：⑥〕 

 

②設計上配慮すべき事項 

a 土木・建築施設については、津波を考慮した構造（必要に応じた津波荷重の考慮、

防水構造、開口部の位置、覆蓋、接続配管の耐震化等） 

b 機械設備については、浸水時における機能確保 

c 電気設備については、浸水を防ぐ配置、遠隔制御 

 〔参考１：⑦〕 
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参考１ －下水道施設の復旧方法の事例－ 

 

①〔緊急措置；管路施設〕 

 
 

②〔緊急措置；処理施設〕 
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③〔応急復旧；処理施設（汚水の発生量が想定可能）〕 

○ 沈殿→消毒の場合 

 

 

○ 沈殿→簡易処理→消毒の場合 

 

 

○ 生物処理→沈殿→消毒の場合 
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○ 応急復旧における汚泥処理 

 

 

④〔応急復旧；処理施設（汚水の発生量が想定不可能）〕 

○ 仮設処理施設等 

 

汚泥処理は③の「○応急復旧における汚泥処理」に準じる。 
 

⑤〔本復旧；管路施設〕 

「下水道施設の耐震対策指針と解説 2006 年版（日本下水道協会）」を適用した設計、

施工を行う。 

 

⑥〔本復旧；処理施設（計画上の配慮）〕 

ａ.処理場位置については、現在位置での復旧を基本とするが、再度災害防止の

観点から位置変更が望ましい場合は、十分な検討を行い実施する。 
ｂ.リスク分散の観点から、復旧する処理場の分割配置等が必要な場合は、十分   

な検討を行い実施する。 

ｃ.処理グレードを向上しつつ段階に建設する場合は、できる限り先行建設した

施設、設備を活用する。 

ｄ.処理場計画地盤高は、既往津波高さ以上に設定することが望ましいが、非現

実的な場合は、合理的な地盤高とする。 
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ｅ.処理場の施設は、津波が想定される場合は、進入方向を検討し、その方向に

できる限り平行な配置とする。 
ｆ.処理場の水処理系列を 2 以上として、それぞれの汚水、汚泥の搬送ルート、

電力、空気、水、薬品等のラインを分離させる。 

ｇ.津波による施設、設備への衝撃を緩和する防護壁を設置する。 

ｈ.処理場には、被災後応急復旧ための沈殿池を設置するスペースを確保 

する。 

 

⑦〔本復旧；処理施設（設計上の配慮）〕 

ａ.土木・建築施設 

・ 土木・建築構造物はコンクリート造とし、地域の避難場所としての活用に

ついても考慮する。 
・ 水処理施設には、コンクリート造りの覆蓋を設ける。 
・ 構造計算において、必要な場合は津波荷重を考慮する。 
・ 津波の進入側には開口部（扉、窓等）を設けない。 
・ 構造物外部の開口部（扉、窓等）は防水構造とする。 

 
ｂ.機械設備 

・ 浸水の可能性のある設備には、冠水対応型モータ、防水端子を採用する。 
・ 用水設備の機能不全に備え、井戸水によるバックアップを確保する。 
・ 用水設備の機能不全に対応できる軸シール方式を採用する（無注水メカニ

カルシールなど） 
 

ｃ.電気設備 

・ 防災拠点等から遠隔制御、通信ができる環境とする。 
・ 制御盤はできる限り２階以上の高層階に設置し、必要に応じて独立して高

所に設置することを検討する。 
・ 小規模処理場であっても必ず自家発電設備を設置する。 
・ 自家発電設備については、冷却水が不要で、多様な燃料に対応可能なガス

タービン駆動を採用する。 
・ 運転時間は２４～４８時間を確保する。  

 


